
　 とき

　 したとき

近隣で凶悪事件が
発生したとき

　●校内の状況や今後の対応について記した紙を正門付近に

　　 掲示します。メールの受信ができない場合等は、ご覧ください。

グループメールを確認しだ
い、
状況に応じて、すぐ学校に向
かう。
※車での迎えは厳禁
   (混乱、危険の防止）
　　あじさい学級生徒の
　　送迎車は除きます。

　●グループメールと同じ内容を緑が丘中学校HPに掲載します。

個
別
引
き
取
り

　　　引き取り人のみ生徒の引き取りができる。

③担任の確認後、生徒を引き取り下校
　 ※保護者と緊急時引き取りカードに記載されている

状況に応じてすぐに学校へ
向かう。　

大きな地震(震度５強
以上)が起きたとき

東海地震注意情報
以上の発表があった場合

不審者が校内に
侵入したとき

東海地震注意情報が発表さ
れたらすぐに学校へ向かう。

いざ！　というときのために　　　緑が丘中学校　非常時対応マニュアル　【保護者用】

緊急時の連絡は、『グループメール』『緑が丘中学校ホームページ』で同じ内容でお知らせします。

どんなとき？ いつ引き取りに行くの？ どんなふうに対応するの？

　
生
徒
が
在
校
中
の
場
合

　保護者名（または緊急時引き取り人名） を伝える。

①生徒は、校内の安全な場所に教職員と一緒
　 に待機する。

★連絡がつかない保護者に
 　ついては、学校が個別に
 　対応します。

②保護者（または緊急時引き取り人）は、担任に生徒名と

　　

　地区集会、地区下校訓練
　５月に地区集会

  　 生徒引き渡し訓練
　例年、東海地震警戒宣言が発
令された場合を想定して小中合
同引き渡し訓練を実施。30年度
は5月8日（火）に市内一斉に実
施しました。（本校は１年生対
象）

　　通常日課の月曜日は一斉下校
 ○年度はじめは、学校周辺の安全
　　 確認と下校指導を行っています。
 ○最終下校時の下校指導（毎日）

集
団
下
校

台風など風水害の
おそれがあるとき

近隣に不審者出没な
どの事件が起きたとき

学校が火事のとき

諸活動は中止、地区下校

①生徒は地区別教室に移動し、人数を確認後下校。
②教職員は各地区の解散場所付近まで引率する。 　９月に地区下校訓練

◆地震警戒宣言が発令され

　たとき

◆大きな地震が起きたとき

◆不審者が校内に侵入した

◆大きな地震が起きたとき

生徒は、自分の身を守った後、学校か自宅、どちらか近いほ
うへ避難。生徒が判断に迷う場合、原則として登校中は学校
へ登校し、下校中は帰宅する。登校した生徒と保護者への対
応は学校が責任を持って行う。

地区ごとに教職員の引率
で下校（地区下校）

教職員の指導で下校
（一斉下校）

①全校で下校をそろえて一斉に下校。
②教職員は地区の担当場所に立ち、安全を見守る。

登
校
前
の
場
合 　 したとき

◆近隣で凶悪事件が発生

★登校を遅らせる場合や休
校になる時には、グループ
メール・緑が丘中ＨＰでお知
らせします。
※状況によっては保護者の
判断を優先します。

◆台風・風水害のおそれ

◆不審者が校内に侵入した

◆近隣で凶悪事件が発生

登校した生徒と保護者への対応は学校が責任を持って行う。

　 とき

保
護
者
は
メ
ー

ル
・
連
絡
待
ち

生
徒
は
自
宅
待
機

登
下
校
中
の
場
合

◆学校が火事のとき

◆地震警戒宣言が発令され

◆学校が火事のとき

保護者は連絡を受けしだい引き取りに行く

　たとき

保護者はすぐに迎えに行く

学
校
の
判
断
に
よ
り
い
ず
れ
か

の
方
法
を
選
択



発行：相模原市教育委員会、相模原市立緑が丘中学校（平成３０年６月） 

 

 

■特別警報が発表された（大雨・暴風・大雪・暴風雪） 

 特別警報が発表 

登校時 危険な状況であるため「休校」とします。 

在校時 危険な状況であるため授業を中止し、「引き渡し」を行います。 

 

■警報が発表された（大雨・洪水・暴風・大雪・暴風雪） 

 警報が発表 

登校時 
危険性が高い場合は、「休校」または「登校時間の繰り下げ」を行います。 

危険性がそれほど高くない場合は、安全を確保した上での通常登校とします。 

在校時 原則として、通常の下校時間まで授業を継続します。 

下校時 

危険性が高い場合は、「下校時間の繰り上げ」または「下校時間の繰り下げ」

を行います。ただし、「下校時間の繰り下げ」を行ったまま日没時刻となった

場合は、「引き渡し」を行います。 

危険性がそれほど高くない場合は、安全を確保した上での通常下校とします。 

 

■避難指示・避難勧告が発令された 

 

 

■引き渡し中に避難指示・避難勧告が解除された 

 引き渡し中に避難指示・避難勧告が解除 

在校時 
安全確保のうえ通常下校に移行します。ただし、下校時間が日没時刻以降と

なる場合は、「引き渡し」を行います。 

 

 学校所在地（緑が丘）に 

発令 

学区の一部（青葉、光が丘、陽光台）に発令 

登校時 
原則として「休校」とし

ます。 

避難指示・避難勧告の該当地域の生徒は、原則と

して保護者同伴の登校とします。 

在校時 

原則として、授業を中止

し、全生徒について、「引

き渡し」を行います。 

学校は安全であるため、通常の下校時間まで授業

を継続します。下校時間の時点で学区の一部に避

難指示・避難勧告が発令されている場合は、該当

地域の生徒は原則として引き渡しとします。該当

地域以外の生徒は通常下校です。 

 
相模原市立小・中学校 

 風水害時における学校の対応について 

 近年、台風に伴う土砂災害警戒情報の発表や避難勧告の発令等、これまで想

定していた範囲を超えるような事態が発生しております。 

このリーフレットは、これらの状況に対し、児童・生徒の安全を確保するた

めの本市の市立小・中学校における基本的な対応について、事前に保護者の方々

に理解していただくために作成しました。 

緑が丘中学校における休校・登下校等の判断の目安 

・風水害時に危険な状況が予想される場合、各小・中学校はそれぞれ休校や

登下校時間の変更等の対応を行います。 

・特別警報が発令されるなど、全市的に危険な状況であると判断した場合、

全市一斉に休校等の対応を行います。 

・学区内に避難勧告が発令もしくは想定外の危険性が切迫した場合、上記対

応の他、保護者への「引き渡し」を行うことがあります。 

※原則として「引き渡し」は、保護者もしくは事前に提出していただいて

いる「代理人」の方に行います。児童・生徒のみの下校は行いません。 

「引き渡し」が完了するまでは学校で一時保護をします。 

・「引き渡し」等、特別な対応を行っている間は、学校への電話がかかりにく

い状況が想定されますのでご了承ください。 

相模原市立小・中学校における基本的な対応 

 

・風水害時の家庭への緊急連絡は、安全・安心メールでお知らせします。 

（安全・安心メールに登録していないご家庭へは学校より電話連絡） 

・引き渡しとなった場合、校地への車の乗り入れはできません。 

（あじさい学級 肢体級生徒の送迎車のみ可） 

緑が丘中学校からのお知らせ 

相模原市教育委員会 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪 

洪水注意報

洪水警報

市が発表する避難

に関する情報に注

意してください

水位情報

川の水位情報に注

意してください

洪水について
 

●避難勧告、避難指示が発令

されたら避難

●川の氾濫が発生したとき

は、川から離れた２階以上

の部屋で安全を確保

ださい 

大雨・洪水に伴う気象情報や警戒情報など

 水 

洪水注意報 

洪水警報 

市が発表する避難

に関する情報に注

意してください 

水位

水位情報 

川の水位情報に注

意してください 

洪水について 

避難勧告、避難指示が発令

されたら避難してください 

●川の氾濫が発生したとき

は、川から離れた２階以上

の部屋で安全を確保してく

大雨・洪水に伴う気象情報や警戒情報など

台風が接近するなど

大雨が予想される

注 意 

特別警報

警  

土砂災害警戒情報

水位情報 

避難情報
（右ページ参照）

 

大雨・洪水に伴う気象情報や警戒情報など

台風が接近するなど 

大雨が予想される 

 報 

特別警報 

  報 

市が発表する避難

に関する情報に注

意してください

土砂災害警戒情報

避難情報 
（右ページ参照） 

土砂災害について
 
●急斜面や渓流の周辺

では、大雨や台風等が

引き金となって、がけ

崩れや土石流、地すべ

りが発生するおそれ

があります。

大雨・洪水に伴う気象情報や警戒情報など 

土砂災害 

大雨警報 

大雨注意報 

市が発表する避難

に関する情報に注

意してください 

土砂災害警戒情報 

土砂災害警戒情報

今後、市から避難勧

告などが発令される

可能性があるので、

情報に注意してくだ

さい 

土砂災害について

急斜面や渓流の周辺

では、大雨や台風等が

引き金となって、がけ

崩れや土石流、地すべ

りが発生するおそれ

があります。 

 

要配慮者や避難行動要支援

者が避難行動を開始しなけ

ればならない段階であり、

人的被害の発生する可能性

が高まった状況に発表され

ます。

この段階では特別な措置は

行いませんが、今後、避難

勧告等が発令されることを

想定し、情報の収集や体制

を整えます。

 

土砂災害警戒情報 

今後、市から避難勧

告などが発令される

可能性があるので、

情報に注意してくだ

土砂災害について 

急斜面や渓流の周辺

では、大雨や台風等が

引き金となって、がけ

崩れや土石流、地すべ

りが発生するおそれ

 

を超えているため、がけ崩れ

とえ

は危険な状態が続いているため、天候だけで判断しないようにしてください。

避難準備・高齢者等

避難開始 

要配慮者や避難行動要支援

者が避難行動を開始しなけ

ればならない段階であり、

人的被害の発生する可能性

が高まった状況に発表され

ます。 

この段階では特別な措置は

行いませんが、今後、避難

勧告等が発令されることを

想定し、情報の収集や体制

を整えます。 

●学校の対応

 大雨警報が発表されている状況で、土砂災害

発生の危険度がさらに高まったときに、市が避

難勧告等の発令を適時適切に行えるよう、ま

た、住民の自主避難の判断の参考となるよう、

対象となる市（地域）を特定して「土砂災害警

戒情報」が発表されます

 土砂災害警戒情報が発表されている間は、土壌中に含まれる雨量が一定割合

を超えているため、がけ崩れ

とえ雨が止み、天候が回復していても、土砂災害警

は危険な状態が続いているため、天候だけで判断しないようにしてください。

土砂災害について

避難情報について

避難準備・高齢者等

 
避難勧告

要配慮者や避難行動要支援

者が避難行動を開始しなけ

ればならない段階であり、

人的被害の発生する可能性

が高まった状況に発表され

地域の居住者等を拘束す

るものではありませんが、

居住者等が「勧告」を尊

重することを期待して、

避難のための立退きを勧

め、または

この段階では特別な措置は

行いませんが、今後、避難

勧告等が発令されることを

想定し、情報の収集や体制

避難勧告の発令地域が学

校の所在地や学区の一部

など、状況に応じて特別

な措置をとり

の対応については、裏表紙

をご覧ください。

●学校の対応 ●学校の対応

が発表されている状況で、土砂災害

発生の危険度がさらに高まったときに、市が避

難勧告等の発令を適時適切に行えるよう、ま

た、住民の自主避難の判断の参考となるよう、

対象となる市（地域）を特定して「土砂災害警

戒情報」が発表されます。 

土砂災害警戒情報が発表されている間は、土壌中に含まれる雨量が一定割合

を超えているため、がけ崩れや土石流、地

雨が止み、天候が回復していても、土砂災害警

は危険な状態が続いているため、天候だけで判断しないようにしてください。

土砂災害について 

避難情報について 

避難勧告 

地域の居住者等を拘束す

るものではありませんが、

居住者等が「勧告」を尊 

重することを期待して、 

避難のための立退きを勧

め、または促す行為です。

避難勧告の発令地域が学

校の所在地や学区の一部

など、状況に応じて特別 

な措置をとります。本校 

の対応については、裏表紙

をご覧ください。 

●学校の対応 

が発表されている状況で、土砂災害

発生の危険度がさらに高まったときに、市が避

難勧告等の発令を適時適切に行えるよう、ま

た、住民の自主避難の判断の参考となるよう、

対象となる市（地域）を特定して「土砂災害警

土砂災害警戒情報が発表されている間は、土壌中に含まれる雨量が一定割合

土石流、地すべりが発生しやすい状況です。

雨が止み、天候が回復していても、土砂災害警戒情報が発令されている間

は危険な状態が続いているため、天候だけで判断しないようにしてください。

 

 

避難指示（緊急）

 

るものではありませんが、

 

 

促す行為です。 

被害の危険が目前に切迫

している場合等に発せら

れ、「勧告」よりも拘束力

が強く、居住者等を避難

のため立ち退かせるもの

です。 

避難勧告の発令地域が学

校の所在地や学区の一部

など、状況に応じて特別

な措置をとります。本校

の対応については、裏表紙

をご覧ください。

 

 

の対応については、裏表紙

●学校の対応

土砂災害警戒情報が発表されている間は、土壌中に含まれる雨量が一定割合

が発生しやすい状況です。

戒情報が発令されている間

は危険な状態が続いているため、天候だけで判断しないようにしてください。

（緊急）

 
被害の危険が目前に切迫

している場合等に発せら

れ、「勧告」よりも拘束力

が強く、居住者等を避難

のため立ち退かせるもの

避難勧告の発令地域が学

校の所在地や学区の一部

など、状況に応じて特別 

ます。本校 

の対応については、裏表紙

をご覧ください。 

●学校の対応 

 

土砂災害警戒情報が発表されている間は、土壌中に含まれる雨量が一定割合

が発生しやすい状況です。た

戒情報が発令されている間

は危険な状態が続いているため、天候だけで判断しないようにしてください。 


